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Ⅳ 平成２１年度の調査研究について 

 

 「船橋市 新基本計画に係る市民アンケート調査 報告書」の概要 

 

 

 

（１）調査目的：新しい基本計画の策定にあたり、広く船橋市民の政策ニーズや現在の政策に対

する評価を把握し、基本計画の施策の方向性等を検討する上での基礎資料とし

て活用すること 

（２）調査対象：船橋市在住の満 15 歳以上の男女 6,000 人 

（３）標本抽出：住民基本台帳からの無作為抽出 

（４）調査方法：郵送配布、留置、郵送回収 

（５）調査期間：平成 21 年 9 月 15 日～9 月 30 日 

（６）有効回答数 1,913 サンプル（回収率 31.9％） 

◆全ての集計表は、小数点第２位を四捨五入した。 

◆回答の比率（％）は、その設問の回答者数を基礎（ｎ）として算出した。したがって、複数

の回答の設問の全ての比率は合計すると 100％にならないことがある。 

◆図、表中の数字で、その項目に該当する回答がまったくないものは「0.0」と示す。 

◆本文や図表中の選択肢表記は、場合によっては語句を短縮・簡略化している。 

 

 

（１）性別：本調査の回答者は、男性が 38.1％、女性が 52.1％と、女性の方が高い。 

図表 １ 性別  

38.1% 52.1% 9.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

(n=1913)

男性 女性 無回答
 

 

（２）年齢：各年齢階層の回答比率は、市全体と比べて 60 歳以上の高齢者層が 10％前後と高く、

一方、15～29 歳の若年層の割合は１～５％程度と低い。 

図表 ２ 年齢 

8.6% 11.4% 10.6% 6.5% 10.8% 9.6%

1.4%

3.0%

5.3% 4.6% 6.4%

11.5% 9.7%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

(n=1913)

15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答
 

 

１．調査概要 

２．回答者属性 
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（３）居住地区：各地区の回答比率は、市全体とほぼ同様で、割合の高い地区は東部②（15.4％）、

西部②（14.4％）、低い地区は北部②（3.6％）、南部①（4.9％）などである。 

図表 ３ 居住地区 

11.8% 9.4% 14.4% 7.3% 12.6% 15.4% 12.4%

4.9% 6.7% 3.6%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

(n=1913)

南部① 南部② 西部① 西部② 中部① 中部②
東部① 東部② 北部① 北部② 無回答

 
 

（４）居住年数：20 年以上（53.5％）が最も高く、半数以上を占めている。 

図表 ４ 居住年数 

16.5% 11.7% 14.9% 53.5% 3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

(n=1913)

5年未満 5～9年 10～19年 20年以上 無回答
 

 

 

 

（１）今後の定住意向 

・「ずっと住み続けたい」（53.8％）が最も高く、「当分は住みたい」（31.4％）と合わせる

と、８割以上が定住意向を有している。一方、「あまり住みたくない」（7.2％）、「すぐに

でも転出したい」（0.8％）を合わせた転出意向は、１割以下である。 

・「ずっと住み続けたい」単独でも、「ずっと住み続けたい」「当分は住みたい」の合計値で

みても、居住年数が長いほど回答者の割合は高くなっており、居住年数と定住意向との間に

正の相関関係があることがうかがえる。 

図表 ５ 今後の定住意向（居住年数別） 

69.5%

39.6%

37.1%

25.4%

53.8%

19.0%

46.3%

46.4%

49.8%

31.4%

5.9%

6.7%

8.5%

11.7%

7.2%

7.0%

0.8%

2.9%

0.2%

1.1%

0.4%

4.4%

3.3%

5.8%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

20年以上(n=1024)

10～19年(n=285)

5～9年(n=224)

5年未満(n=315)

合計(n=1913)

ずっと住み続けたい 当分は住みたい あまり住みたくない

すぐにでも転出したい わからない
 

３．船橋市での居住歴と今後の定住意向 
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（２）定住意向がある人が転出したくなるきっかけ 

・「医療・福祉サービスが今よりも悪化する」（37.4%）、「治安悪化や災害の危険性が高ま

る」（36.2%）がそれぞれ 4 割弱で、“生活の安全・安心”に係る項目が特に高い。 

図表 ６ 定住意向がある人が転出したくなるきっかけ 

37.4%

36.2%

16.1%

13.6%

12.2%

11.7%

10.9%

7.8%

7.8%

3.4%

2.6%

5.6%

7.5%

6.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

医療・福祉ｻｰﾋﾞｽが今よりも悪化する

治安悪化や災害の危険性が高まる

商業施設が衰退し買い物が不便になる

満足できる住居が確保できなくなる

交通の便が今よりも悪くなる

自然環境が今よりも失われる

大気や水質等の地域環境が今よりも悪化する

子育て支援ｻｰﾋﾞｽが今よりも悪化する

都市基盤の整備が進まず生活環境が悪化する

教育･文化環境が今よりも悪化する

雇用環境が悪化し市外での就労を余儀なくされる

地域のつながりが薄くなる

その他

無回答

(n=1630)

 

（３）転出意向がある人が住み続けたくなるきっかけ 

・「都市基盤の整備が進み生活環境が良くなる」（34.6%）、「交通の便が今以上に良くなる」

（21.6%）など、道路・交通などをはじめとする基盤整備に係る項目が上位を占めており、

現状では、これらの項目に対する不満が、転出意向の要因となっていることがうかがえる。 

図表 ７ 転出意向がある人が住み続けたくなるきっかけ 

34.6%

21.6%

17.6%

12.4%

12.4%

11.8%

11.1%

10.5%

9.2%

7.2%

5.2%

2.0%

15.0%

7.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

都市基盤の整備が進み生活環境が良くなる

交通の便が今以上に良くなる

医療・福祉ｻｰﾋﾞｽが今以上に充実する

豊かな自然環境が保全･継承される

商業施設が整い買い物が便利になる

子育て支援ｻｰﾋﾞｽが今以上に充実する

大気や水質等の地域環境が今以上によくなる

治安の改善や災害の危険性が低下

教育･文化環境が今以上によくなる

満足できる住居が確保しやすくなる

雇用環境が好転し市内での就職先が今以上に増加

地域のつながりが今よりも良くなる

その他

無回答

(n=153)
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（１）船橋市の良いイメージ 

・「都心に近く便利」が 75.2％で突出して高く、次いで「住み心地がよい」が 43.1％と、これ

ら２項目が他の項目に比べて特に高い。 

図表 ８ 船橋市の良いイメージ 

75.2%

43.1%

19.8%

13.0%

8.7%

8.1%

7.6%

7.0%

4.3%

3.5%

0.6%

5.0%

1.0%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

都心に近く便利

住み心地がよい

活気･にぎわいがある

子供からお年寄りまで安心して暮らせる

落ち着きがある

歴史や伝統を大事にしている

安らぎがある

特になし

生活に潤いがある

生きがいが実感できる

洗練されている

その他

わからない

無回答

(n=1913)

 

（２）船橋市の悪いイメージ 

・「雑然としている」が 45.0％で突出して高い。また「その他」も 20.5%である。次いで、「子

どもからお年寄りまで安心して暮らせない」（15.8%）となっている。 

図表 ９ 船橋市の悪いイメージ 

45.0%

15.8%

14.9%

13.9%

10.1%

9.7%

8.9%

7.0%

6.7%

5.1%

5.0%

20.5%

4.5%

4.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

雑然としている

子供からお年寄りまで安心して暮らせない

特になし

都市の拠点性に乏しい

生活に潤いがない

活気･にぎわいがない

落ち着きがない

住み心地がよくない

安らぎがない

歴史や伝統をおろそかにしている

生きがいが実感できない

その他

わからない

無回答

(n=1913)

 

４．現状の船橋市のイメージと船橋市が目指すべきまちのイメージ 
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（３）船橋市が目指すべきまちのイメージ 

・「子どもからお年寄りまで安心して暮らせる」（56.8%）と「住み心地がよい」（51.8%）

がそれぞれ５割以上で、この２項目が他の項目に比べて突出して高い。次いで「都心に近く

便利」（24.2%）、「活気・にぎわいがある」（21.4％）が２割以上である。 

・なお、「住み心地がよい」は、市の良いイメージとして回答率が４割を超えているのに対し

て、「子どもからお年寄りまで安心して暮らせる」は良いイメージでも１割強、悪いイメー

ジ（「子どもからお年寄りまで安心して暮らせない」）で２割弱あげられており、現状との

ギャップが比較的大きいといえる。 

図表 １０ 船橋市が目指すべきまちのイメージ 

56.8%

51.8%

24.2%

21.4%

19.2%

16.9%

12.9%

12.2%

11.2%

9.1%

1.6%

4.8%

0.9%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

子供からお年寄りまで安心して暮らせる

住み心地がよい

都心に近く便利

活気･にぎわいがある

生活に潤いがある

安らぎがある

生きがいが実感できる

洗練されている

歴史や伝統を大事にしている

落ち着きがある

特になし

その他

わからない

無回答

(n=1913)

 



第１回船橋市総合計画審議会資料 

 

  
17 

 

  

 

＜回答形式＞ 

・本設問は、各項目について、回答者が生活する上で「現在の状況（Ａ欄）」および「以前と

比べて（Ｂ欄）」をどのように感じているか、また、今後その取り組みを進めることの「重

要度（Ｃ欄）」を、それぞれ下表の該当する箇所に○をつけてもらう形式とした。 

※Ｂ欄の「以前と比べて」は５年以前と比べて、それ以降に市内に住んだ方は転入当時と比べて。 

※「特に重要」は、「他の施策を遅らせてでも優先的に取り組むべきと思うもの」。 

図表 １１ 船橋市の生活環境への評価 回答表のイメージ（一部） 

良
い

ふ
つ
う

悪
い

良
く
な
っ
た

変
わ
ら
な
い

悪
く
な
っ
た

特
に
重
要

重
要

重
要
で
な
い

1 各種検診・健康診断など健康づくりに取り組みやすい環境

2 病気の時に安心して医療サービスが受けられる環境

3 子育て家庭の状況に応じた多様な子育て支援サービス

4 障害者にとっての生活しやすさ

5 高齢者が安心して老後を過ごすことができる環境

6 介護保険サービスの充実状況や使いやすさ

7 国民健康保険の適切な運営・情報提供の状況

8 国民年金事業の適切な運営・情報提供の状況

9 生活保護受給者に対する相談・指導体制の充実状況

Ｃ．重要度Ｂ.以前と比べてＡ.現在の状況

市の取り組み
分
野

番
号

 

＜満足度（現在の状況への評価）と重要度の関係（図表 19～図表 24）の評価方法＞ 

・ステップ１：各項目の回答比率をもとに、以下のとおり、満足度と重要度を数値化した。 

－数値化の方法－ 

・満足度（現在の状況への評価） 

「良い」１点、「どちらともいえない」０点、「悪い」－１点とし、各回答数を乗じた数

値を合計し、総回答数で除した数値に 100 を乗じて数値化した。 

・重要度 

「特に重要」とした回答割合（％）を２点、「重要」とした回答を１点とし、各回答数を

乗じた数値を合計し、総回答数で除した数値に 100 を乗じて数値化した。 

こうして算出した全項目の得点の単純平均を「平均重要度」とした。（本調査の重要度平

均値＝0.736） 

・ステップ２：数値化の結果を、満足度のプラス・マイナス（＋－）、重要度と平均重要度と

の大小関係により、下表に示す４類型に分類した。 

図表 １２ 満足度と重要度の関係の分類 

パターン 
現在の 

満足度 
重要度 

Ⅰ 現在の満足度は高いが、重要度も高い ＋ 平均より高い 

Ⅱ 現在の満足度が高く、重要度は高くない ＋ 平均より低い 

Ⅲ 現在の満足度が低く、重要度が高い － 平均より高い 

Ⅳ 現在の満足度は低いが、重要度は高くない － 平均より低い 

５．船橋市の生活周辺環境への評価と、今後の取り組みの重要度 
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（１）現在の生活周辺環境の評価 

・全 50 項目のうち、現在の状況が良いと評価された割合は「鉄道・バスなど公共交通の利便

性」（19.7％）が最も高く、次いで「ごみの適切な処理や減量・リサイクルの取り組み状況」

（16.1％）、「各種検診・健康診断など健康づくりに取り組みやすい環境」（15.6％）の順

となっている。 

・現在の状況が悪いと評価された割合は「身近な道路の安全さや快適さ」（50.0％）が最も高

く、次いで「都市活動を支える道路交通ネットワークの整備状況」（30.0％）、「バリアフ

リーに配慮した交通施設の整備状況」（27.3％）の順となっており、道路を中心に交通環境

に関する項目が上位にあげられている。 

図表 １３ 現在の状況が良い項目 上位10項目（回答者全体） 

順位 現在の状況が良い項目（上位１０項目） 割合

１位 44　鉄道･ﾊﾞｽなど公共交通の利便性 19.71%

２位 15　ごみの適切な処理や減量･ﾘｻｲｸﾙの取り組み状況 16.10%

３位 01　各種検診･健康診断など健康づくりに取り組みやすい環境 15.58%

４位 16　下水道の整備環境 14.95%

５位 32　まつりやｲﾍﾞﾝﾄなどまちの活力につながるにぎわいの創出状況 14.32%

６位 33　魅力的な商業施設等の集積の状況 14.17%

７位 12　まちの中にみどりや公園が豊かにある状況 12.70%

８位 26　だれもが気軽にｽﾎﾟｰﾂを楽しむことができる環境 11.50%

９位 02　病気の時に安心して医療ｻｰﾋﾞｽが受けられる環境 11.13%

10位 19　消防体制･救急体制の状況 10.14%
 

図表 １４ 現在の状況が悪い項目 上位10項目（回答者全体） 

順位 現在の状況が悪い項目（上位１０項目） 割合

１位 42　身近な道路の安全さや快適さ 49.97%

２位 43　都市活動を支える道路交通ﾈｯﾄﾜｰｸの整備状況 29.95%

３位 45　ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰに配慮した交通施設の整備状況 27.34%

４位 18　犯罪が尐なく安心して暮らせる住環境 26.71%

５位 36　安心して働くことができる雇用･労働環境 26.19%

６位 40　良好な景観･街並みが保存されている状況 24.93%

７位 12　まちの中にみどりや公園が豊かにある状況 23.31%

８位 20　まちの美化の状況 21.96%

９位 10　自然と調和したまちづくりの状況 21.69%

10位 05　高齢者が安心して老後を過ごすことができる環境 20.28%
 

注）各選択肢の番号は、全 50 項目の通し番号。現基本計画の分野ごとに選択肢を並べているため、番号の近い選択

肢は、おおむね類似の分野となっている。（分野の分類など、詳細は調査票を参照。）以下、同様。 
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（２）以前と比較した生活周辺環境の評価 

・以前と比べて良くなったと評価された割合は「下水道の整備環境」（23.1％）が最も高く、

次いで「バリアフリーに配慮した交通施設の整備状況」（21.2％）、「IT の活用による各種

手続きの簡便化や行政サービスの利便性」（17.6％）の順となっている。 

・以前と比べて悪くなったと評価された割合は「安心して働くことができる雇用・労働環境」

（22.0％）が最も高く、次いで「犯罪が尐なく安心して暮らせる住環境」（20.7％）、「身

近な道路の安全さや快適さ」（15.3％）の順となっている。 

図表 １５ 以前と比べて良くなった項目 上位10項目（回答者全体） 

順位 以前と比べて良くなった項目（上位１０項目） 割合

１位 16　下水道の整備環境 23.11%

２位 45　ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰに配慮した交通施設の整備状況 21.22%

３位 50　ITの活用による各種手続きの簡便化や行政ｻｰﾋﾞｽの利便性 17.62%

４位 15　ごみの適切な処理や減量･ﾘｻｲｸﾙの取り組み状況 16.05%

５位 01　各種検診･健康診断など健康づくりに取り組みやすい環境 15.58%

６位 46　各駅前などの生活拠点のにぎわいの創出 15.32%

７位 44　鉄道･ﾊﾞｽなど公共交通の利便性 14.01%

８位 33　魅力的な商業施設等の集積の状況 13.64%

９位 12　まちの中にみどりや公園が豊かにある状況 10.19%

10位 20　まちの美化の状況 9.78%
 

図表 １６ 以前と比べて悪くなった項目 上位10項目（回答者全体） 

順位 以前と比べて悪くなった項目（上位１０項目） 割合

１位 36　安心して働くことができる雇用･労働環境 21.96%

２位 18　犯罪が尐なく安心して暮らせる住環境 20.70%

３位 42　身近な道路の安全さや快適さ 15.32%

４位 35　元気で競争力のある中小企業が活動している状況 14.48%

５位 40　良好な景観･街並みが保存されている状況 11.87%

６位 10　自然と調和したまちづくりの状況 10.09%

７位 38　活気があり安定的な漁業が行われている状況 9.83%

８位 37　市民に親しまれる都市型農業が発展している状況 9.67%

8位 39　消費者の利益がまもられている状況 9.67%

10位 43　都市活動を支える道路交通ﾈｯﾄﾜｰｸの整備状況 9.36%
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（３）今後の取り組みの重要度 

・「特に重要」と評価された割合は「身近な道路の安全さや快適さ」（38.4％）が最も高く、

次いで「犯罪が尐なく安心して暮らせる住環境」（37.8％）の順となっている。 

・「特に重要」との評価が高いこれら２項目は、現在の状況への満足度が低く、かつ重要度も

高くなっており、特に注意すべき項目と考えられる。 

・「重要でない」と評価された割合は「市内における墓地の整備状況」（16.1％）が最も高く、

次いで「地域で芸術文化活動を楽しみ参加できる環境」（13.9％）および「まつりやイベン

トなどまちの活力につながるにぎわいの創出状況」（13.9％）があげられている。 

図表 １７ 「特に重要」の割合が高い項目 上位10項目（回答者全体） 

順位 「特に重要」の割合が高い項目（上位１０項目） 割合

１位 42　身近な道路の安全さや快適さ 38.42%

２位 18　犯罪が尐なく安心して暮らせる住環境 37.79%

３位 02　病気の時に安心して医療ｻｰﾋﾞｽが受けられる環境 36.96%

４位 17　災害に対して十分な備えがある環境 29.06%

５位 05　高齢者が安心して老後を過ごすことができる環境 27.71%

６位 36　安心して働くことができる雇用･労働環境 27.29%

７位 19　消防体制･救急体制の状況 26.35%

８位 45　ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰに配慮した交通施設の整備状況 26.08%

９位 43　都市活動を支える道路交通ﾈｯﾄﾜｰｸの整備状況 24.20%

10位 13　公害など環境汚染の尐ない安全な生活環境 22.90%
  

図表 １８ 「重要でない」の割合が高い項目 上位10項目（回答者全体） 

順位 「重要でない」の割合が高い項目（上位１０項目） 割合

１位 21　市内における墓地の整備状況 16.10%

２位 24　地域で芸術文化活動を楽しみ参加できる環境 13.90%

３位 32　まつりやｲﾍﾞﾝﾄなどまちの活力につながるにぎわいの創出状況 13.85%

４位 30　多様な国籍の人との交流や共生の状況 11.87%

５位 41　魅力と親しみのあるﾍﾞｲｴﾘｱの創出状況 11.50%

６位 25　ふるさとの歴史や文化遺産の保存や活用の状況 11.03%

７位 23　だれもが生涯を通じて楽しく学ぶことができる環境 10.98%

８位 11　親しみのある水辺の整備状況 10.93%

９位 26　だれもが気軽にｽﾎﾟｰﾂを楽しむことができる環境 10.51%

10位 31　世界平和に対する市民意識の状況 10.45%
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（４）満足度と重要度の関係 

・各分野の満足度と重要度の関係を、それぞれ以下に示す。グラフの４象限のうち、『（Ⅲ）

現在の満足度が低く、重要度が高い』は特に注意すべき項目、『（Ⅰ）現在の満足度は高い

が、重要度も高い』は、今後も留意すべき項目と考えられる。 

①健康・福祉 

図表 １９ 健康・福祉の満足度（現在の状況への評価）と重要度の総合評価 

各種検診・健康診断など健康づ

くりに取り組みやすい環境

病気の時に安心して医療サービ

スが受けられる環境

子育て家庭の状況に応じた多様

な子育て支援サービス

障害者にとっての生活しやすさ

高齢者が安心して老後を過ごす

ことができる環境

介護保険サービスの充実状況や

使いやすさ
国民健康保険の適切な運営・情

報提供の状況

国民年金事業の適切な運営・情

報提供の状況

生活保護受給者に対する相談・

指導体制の充実状況

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

-20.0 -15.0 -10.0 -5.0 0.0 5.0 10.0

現在の状況

重

要

度

Ⅰ　現在の満足度は高いが、
重要度も高い

Ⅳ　現在の満足度は低いが、重要度は高くない
Ⅱ　現在の満足度が高く、重要
度は高くない

Ⅲ　現在の満足度が低く、重要度が高い

 

②自然環境・生活環境 

図表 ２０ 自然環境・生活環境の満足度（現在の状況への評価）と重要度の総合評価 

自然と調和したまちづくりの状

況

親しみのある水辺の整備状況

まちの中にみどりや公園が豊か

にある状況

公害など環境汚染の尐ない安全

な生活環境

省資源・省エネルギーに配慮し

たまちづくりの状況

ごみの適切な処理や、減量・リ

サイクルの取り組み状況

下水道の整備環境

災害に対して十分な備えがある

環境

犯罪が尐なく安心して暮らせる

住環境

消防体制・救急体制の状況まちの美化の状況

市内における墓地の整備状況

良好な住まいの供給状況

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

-25 -20 -15 -10 -5 0 5 10

現在の状況

重

要

度

Ⅰ　現在の満足度は高い
が、重要度も高い

Ⅳ　現在の満足度は低いが、重要度は高くない

Ⅱ　現在の満足度が高く、重

要度は高くない

Ⅲ　現在の満足度が低く、重要度が高い
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③文化・教育・生涯学習 

図表 ２１ 文化・教育・生涯学習の満足度（現在の状況への評価）と重要度の総合評価 

だれもが生涯を通じて楽しく学

ぶことができる環境

地域で芸術文化活動を楽しみ、

参加できる環境

ふるさとの歴史や文化遺産の保

存や活用の状況

だれもが気軽にスポーツを楽し

むことができる環境
家庭における親・子の育ちを支

える地域環境

主体的に学ぶ意欲や、豊かな人

間性を育む学校教育環境

青尐年の健全な育成を支える地

域環境

多様な国籍の人との交流や共生

の状況

世界平和に対する市民意識の状

況

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

-12 -10 -8 -6 -4 -2 0

現在の状況

重

要

度

Ⅳ　現在の満足度は低いが、重要度は高くない

Ⅲ　現在の満足度が低く、重要度が高い

 

④産業振興 

図表 ２２ 産業振興の満足度（現在の状況への評価）と重要度の総合評価 

まつりやｲﾍﾞﾝﾄなどまちの活力に

つながるにぎわいの創出状況

魅力的な商業施設等の集積の状

況

地域工業の高度化や活性化の状

況

元気で競争力のある中小企業が

活動している状況

安心して働くことができる雇

用・労働環境

市民に親しまれる都市型農業が

発展している状況

活気があり安定的な漁業が行わ

れている状況

消費者の利益がまもられている

状況

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

-30 -25 -20 -15 -10 -5 0 5 10

現在の状況

重

要

度

Ⅰ　現在の満足度は高
いが、重要度も高い

Ⅳ　現在の満足度は低いが、重要度は高くない
Ⅱ　現在の満足度が高
く、重要度は高くない

Ⅲ　現在の満足度が低く、重要度が高い
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⑤まちづくり 

図表 ２３ まちづくりの満足度（現在の状況への評価）と重要度の総合評価 

良好な景観・街並みが保存され

ている状況

魅力と親しみのあるベイエリア

の創出状況

身近な道路の安全さや快適さ

都市活動を支える道路交通ネッ

トワークの整備状況

鉄道・バスなど公共交通の利便

性バリアフリーに配慮した交通施

設の整備状況

各駅前などの生活拠点のにぎわ

いの創出

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

-50 -40 -30 -20 -10 0 10

現在の状況

重

要

度

Ⅰ　現在の満足度
は高いが、重要度
も高い

Ⅳ　現在の満足度は低いが、重要度は高くない

Ⅱ　現在の満足
度が高く、重要
度は高くない

Ⅲ　現在の満足度が低く、重要度が高い

 

⑥市民参加 

図表 ２４ 市民参加の満足度（現在の状況への評価）と重要度の総合評価 

市のまちづくりに参加・参画す

る場や機会の充実度

町会・自治会やボランティアな

どコミュニティ活動の活発さ

あらゆる分野に男女が平等に参

画し、協働できる環境

ITの活用による各種手続きの簡

便化や行政サービスの利便性

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

-10 -9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0

現在の状況

重

要

度

Ⅳ　現在の満足度は低いが、重要度は高くない

 
注）当分野は、４つの項目の全てが『現在の満足度は低いが、重要度は高くない（Ⅳ）』に位置づけられている。 
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（１）健康維持・医療体制の充実において重点的な投資が必要な点 

・「救急医療体制の充実」（53.3%）および「病気の予防・早期発見」（52.6％）の２項目が

５割以上で、他の項目に比べて突出して高い。次いで、「地域保健医療システムの充実」

（31.8%）、「市立医療センターの機能の充実」（31.3%）が 3 割強で拮抗している。 

図表 ２５ 健康維持・医療体制の充実において重点的な投資が必要な点 

53.3%

52.6%

31.8%

31.3%

26.8%

19.1%

14.8%

12.7%

11.9%

9.3%

2.5%

1.8%

1.0%

2.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

救急医療体制の充実

病気の予防･早期発見

地域保健医療ｼｽﾃﾑの充実

市立医療ｾﾝﾀｰの機能の充実

公衆衛生行政の充実

周産期医療体制の充実

訪問指導の充実

健康増進事業の充実

地域におけるﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ体制の充実

保健ｾﾝﾀｰの整備

各種栄養保健事業の充実

その他

わからない

無回答

(n=1913)

 

（２）子育て支援の充実において重点的な投資が必要な点 

・「待機児童の解消」（35.2%）および「小児医療と救急医療体制の充実」（34.8%）が３割

半ばで拮抗している。次いで「保育園サービスの拡大」（29.6%）となっており、上位３位

のうち、保育サービスに係る項目が第１位と第３位を占めている。 

図表 ２６ 子育て支援の充実において重点的な投資が必要な点 

35.2%

34.8%

29.6%

19.6%

19.0%

18.9%

15.3%

13.0%

12.8%

12.0%

7.5%

6.6%

4.8%

1.6%

5.5%

9.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

待機児童の解消

小児医療と救急医療体制の充実

保育園ｻｰﾋﾞｽの拡大

経済的負担の軽減

子供達がのびのびと遊べる環境の整備

仕事と子育ての両立支援策の充実

ひとり親家庭への援助･支援等の充実

児童虐待防止への取り組み

病児･病後児に対する保育施設の整備

放課後児童対策の充実

障害児対策の充実

地域の子育て拠点の充実

子育て家庭の地域交流促進

その他

わからない

無回答

(n=1913)

 

６．船橋市の将来に向けて優先的に取り組むべき政策・施策 
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（３）高齢者・障害者福祉の充実において重点的な投資が必要な点 

・「介護保険サービスの使いやすさの向上」（38.3%）が最も高く、次いで「入所型の介護福

祉施設等の整備」（31.3%）および「在宅型介護サービスや訪問介護・通所型施設の充実」

（29.7%）が３割前後と、全般的に介護サービス・施設への関心が高いことがうかがえる。 

図表 ２７ 高齢者・障害者福祉の充実において重点的な投資が必要な点 

38.3%

31.3%

29.7%

24.7%

23.0%

22.8%

18.9%

14.0%

14.0%

13.4%

10.8%

9.0%

1.4%

3.7%

3.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

介護保険ｻｰﾋﾞｽの使いやすさの向上

入所型の介護福祉施設等の整備

在宅介護ｻｰﾋﾞｽや訪問介護･通所型施設の充実

高齢者･障害者の就労の場の確保

ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ等の人材育成･質の向上

生きがいづくりの充実

介護予防事業の充実

障害予防事業の充実

住宅改修等の支援

認知症高齢者対策の充実

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･NPO等の育成･協力体制の構築

社会交流の促進

その他

わからない

無回答

(n=1913)

 

（４）環境保全・資源の有効利用において重点的な投資が必要な点 

・「豊かな緑の保全・創出」（36.4%）が４割弱、次いで「エネルギー・資源の有効活用」（32.8%）

および「身近な生活環境の保全」（32.4%）が３割強で拮抗している。 

図表 ２８ 環境保全・資源の有効利用において重点的な投資が必要な点 

36.4%

32.8%

32.4%

26.9%

26.7%

25.9%

23.6%

20.4%

15.7%

7.4%

4.7%

2.6%

1.9%

2.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

豊かな緑の保全･創出

ｴﾈﾙｷﾞｰ･資源の有効活用

身近な生活環境の保全

市民･事業者に対するﾘｻｲｸﾙ活動の促進

清潔なまちづくり

公共の場の美化の推進

親しみのある水辺空間の創出

環境教育･環境学習の推進

緑化活動の支援

環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの育成と活動の支援

環境にやさしい暮らしの促進

その他

わからない

無回答

(n=1913)
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（５）防災体制の充実において重点的な投資が必要な点 

・「避難対策の強化」（41.6%）が最も高く、次いで「食糧・資機材の備蓄拡充」（33.0%）

と「学校施設・公共施設等の耐震化や不燃化推進」（32.9%）が拮抗している。 

図表 ２９ 防災体制の充実において重点的な投資が必要な点 

41.6%

33.0%

32.9%

27.4%

24.6%

24.2%

21.3%

17.8%

16.0%

8.5%

7.9%

0.8%

1.6%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

避難対策の強化

食糧･資機材の備蓄拡充

学校施設･公共施設等の耐震化や不燃化促進

治水･都市基盤整備の促進

市民への災害危険区域の周知

ﾃﾞﾊﾟｰﾄ･ｽｰﾊﾟｰ･ｺﾝﾋﾞﾆ等との応援協力体制の整備

住宅の耐震化や不燃化促進

周辺自治体との相互応援体制の整備

各家庭への意識啓発の促進

地域防災力の強化

木造密集地区の解消

その他

わからない

無回答

(n=1913)

 

（６）防犯体制の充実において重点的な投資が必要な点 

・「防犯灯の増設」（56.5%）と、「警察官増員・交番の増設やパトロールの強化」（53.4%）

の２項目が５割以上と他の項目と比べて突出して高く、次いで「防犯カメラの設置」（31.0%)

となっている。 

図表 ３０ 防犯体制の充実において重点的な投資が必要な点 

56.5%

53.4%

31.0%

26.3%

26.3%

22.0%

17.3%

11.2%

7.7%

4.0%

1.7%

1.2%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

防犯灯の増設

警察官増員･交番の増設やﾊﾟﾄﾛｰﾙの強化

防犯ｶﾒﾗの設置

犯罪発生情報の提供強化

通学路の見守り活動支援･学校の安全確保体制強化

防犯教育の充実

自主防犯活動への支援

市民の防犯に関する知識･意識の向上

携帯用防犯ﾌﾞｻﾞｰや防犯笛の配布

事業者によるまちの見守り活動の支援

その他

わからない

無回答

(n=1913)
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（７）学校教育・青少年健全育成活動の充実において重点的な投資が必要な点 

・「学校での道徳教育・人権教育やボランティア体験の推進」（46.8％）が最も高く、次いで

「教員の質の向上に向けた取組」（40.1%）、「学費の減免や奨学金制度の充実や奨学金制

度の充実」（27.4%）となっている。 

図表 ３１ 学校教育・青尐年健全育成活動の充実において重点的な投資が必要な点 

46.8%

40.1%

27.4%

25.7%

25.5%

21.0%

19.8%

14.0%

12.7%

11.4%

1.9%

3.5%

4.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

学校での道徳教育･人権教育やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験の推進

教員の質の向上に向けた取組

学費の減免や奨学金制度の充実

相談･指導体制の充実

学校教育の充実に向けた取組

非行の早期発見や防止を目的とした指導･体制の強化

地域人材を教科･部活動指導へ活用する取り組み促進

青尐年の社会参加促進

尐人数学級への取り組みの推進

中高一貫教育の推進

その他

わからない

無回答

(n=1913)

 

（８）生涯学習・スポーツ活動・芸術文化の振興において重点的な投資が必要な点 

・「生涯学習施設の整備」（40.2%）が最も高く、次いで「生涯スポーツ・レクリエーション

施設」（30.3%）、「生涯学習・スポーツ活動の場の確保」（23.6%）となっており、全般

的に施設整備や、既存施設の活用などに対する関心が高いことがうかがえる。 

図表 ３２ 生涯学習・スポーツ活動・芸術文化の振興において重点的な投資が必要な点 

40.2%

30.3%

23.6%

23.1%

20.8%

17.4%

16.8%

14.3%

13.3%

13.3%

11.2%

5.4%

1.3%

4.5%

5.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

生涯学習施設の整備

生涯ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設の整備

生涯学習･ｽﾎﾟｰﾂ活動の場の確保

ｽﾎﾟｰﾂ教室やﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会の開催支援

生涯学習･ｽﾎﾟｰﾂ活動支援の情報提供の充実

学習機会･学習内容の充実

文化的価値のある財産の保存･継承

学校での体育の授業や部活動の充実

市民の文化･芸術活動の支援

郷土芸能の継承支援

指導者となる人材の育成･確保

ふるさとの歴史学習機会の拡大

その他

わからない

無回答

(n=1913)
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（９）商工業・観光振興において重点的な投資が必要な点 

・「商店街環境の整備支援」（42.6%）が最も高く、次いで「雇用の促進」（34.6%）、「商

業の活性化」（33.2%）が３割強である。第１位、第３位をみると、商業振興への関心が高

いことがうかがえる。 

図表 ３３ 商工業・観光振興において重点的な投資が必要な点 

42.6%

34.6%

33.2%

25.6%

19.2%

15.0%

14.7%

13.7%

12.5%

6.0%

5.5%

1.2%

4.7%

5.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

商店街環境の整備支援

雇用の促進

商業の活性化

海を活かした観光の推進

職業能力訓練の充実

融資制度･経営相談の拡充

労働環境の向上や福利厚生の充実に対する支援

観光の活性化

技術力向上･新製品開発の支援

工業適地への移転促進

高度化･高付加価値化への支援

その他

わからない

無回答

(n=1913)

 

（10）農業・漁業の振興において重点的な投資が必要な点 

・「地元農水産物等の直売所の整備」（42.1%）が最も高く、次いで「地場食材の積極的活用

の促進」（37.3％）となっており、地産地消への関心が高いことがうかがえる。次いで、「安

全な農畜産物の生産支援」（28.9%）と「農地の流動化の促進」（28.3%）が拮抗している。 

図表 ３４ 農業・漁業の振興において重点的な投資が必要な点 

42.1%

37.3%

28.9%

28.3%

24.7%

21.9%

13.6%

10.7%

8.8%

1.1%

8.3%

6.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

地元農水産物等の直売所の整備

地場食材の積極的活用の促進

安全な農畜産物の生産支援

農地の流動化の促進

市民が農業･漁業にふれあう機会の創出

担い手確保対策の充実

各種助成制度の充実

先進的な農業技術の開発と普及促進

農場･漁場整備や生産加工施設の整備支援

その他

わからない

無回答

(n=1913)

 
 

 



第１回船橋市総合計画審議会資料 

 

  
29 

 

  

（11）土地の適正利用を考える上で基本とすべきこと 

・「保全を図りこれ以上の市街地拡大は行わない」（36.6%）が最も高く、次いで「駅前等拠

点整備に重点を置く」（35.5%）、「必要に応じて市街地の拡大を図る」（31.4%）となっ

ている。第１位、第２位から、スプロール化（無秩序な市街地開発）を抑制し、都市の中心

部を活性化する集約型の都市構造への関心が高いことがうかがえる。 

図表 ３５ 土地の適正利用を考える上で基本とすべきこと 

36.6%

35.5%

31.4%

19.8%

5.5%

2.0%

4.9%

7.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

保全を図りこれ以上の市街地拡大は行わない

駅前等拠点整備に重点を置く

必要に応じて市街地の拡大を図る

木造住宅密集市街地の再整備に重点を置く

積極的に市街地の拡大を図る

その他

現在の土地利用でよい

無回答

(n=1913)

 

（12）将来の市街地の土地利用方策のあり方 

・「規制を強化区域と緩和区域に分ける」（49.7%）が約５割、次いで「市街地の土地利用規

制を強化」（19.6%）と、集約型都市構造に関する関心が高いことがうかがわれる。 

図表 ３６ 将来の市街地の土地利用方策のあり方 

7.2% 19.6% 49.7% 9.0%

2.6%

11.2%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

(n=1913)

市街地の土地利用規制を緩和 市街地の土地利用規制を強化

規制を強化区域と緩和区域に分ける 特に方策を講じる必要はない

わからない その他

無回答
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（13）都市基盤整備において重点的に投資が必要な点 

・「身近な生活道路の整備」（45.4％）が突出して高く、次いで「県道などの主要道路の整備」

（21.1％）および「公園・緑地・児童遊園等の整備」（21.1％）が同率である。今後の都市

基盤整備の重点事項として、道路整備への関心が高いことがうかがえる。 

図表 ３７ 都市基盤整備において重点的に投資が必要な点 

45.4%

21.1%

21.1%

15.3%

15.3%

12.4%

12.1%

7.8%

6.7%

6.5%

2.7%

2.5%

2.6%

7.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

身近な生活道路の整備

県道等の主要道路の整備

公園･緑地･児童遊園等の整備

鉄道駅のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

緑や海･川等に親しめる場の創出

下水道の整備

路線ﾊﾞｽの本数や路線網の整備

区画整理等の市街地整備

鉄道の本数や路線網の整備

排水路の整備

河川の整備

その他

わからない

無回答

(n=1913)

 

（14）施策の優先度 

・これまでみてきた個別分野で優先的に取り組むべき内容に加えて、それぞれの分野の優先順

位についてみると、最も優先すべき施策は、「保健・医療の充実」（27.1％）、「高齢者福

祉の充実」（16.0％）、「子育て支援の充実」（14.0％）の順となっており、健康・福祉分

野が上位３位を占めている。次いで、「都市基盤整備の推進」（10.4％）があげられている。 

・２番目・３番目に優先すべき施策についても、健康・福祉分野が約３～５割を占めているが、

最も優先すべき施策に比べて、「環境保全対策の充実」や「防災・防犯対策の充実」が約１

割と高い。 

図表 ３８ 施策の優先度 

9.9%

19.0%

27.1%

7.1%

12.6%

14.0%

13.0%

17.3%

16.0%

10.4%

8.4%

5.4%

9.9%

8.7%

6.0%

8.8%

7.5%

5.0%

9.7%

6.5%

10.4%

13.0%

10.4%

8.8%

4.0%

3.1%

1.6%

4.6%

1.9%

0.8%

3.2%

0.9%

0.8%

3.3%

2.3%

2.1%

2.7%

1.3%

0.4%

0.3%

0.2%

1.0%

0.1%

0.0%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

３番目に優先すべき施策

２番目に優先すべき施策

最も優先すべき施策

保健･医療の充実 子育て支援の充実 高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実 環境保全対策の充実 防災･防犯対策の充実

生涯学習･ｽﾎﾟｰﾂ活動の活性化 芸術･文化活動の活性化 学校教育の充実

産業の振興 都市基盤整備の推進 市民協働型まちづくりの推進

その他 わからない 無回答

(n=1913)
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（１）市内において今後整備の必要性が高い施設 

・「病院等の医療施設」（43.1％）が最も高く、次いで「介護保険施設」（33.6％）、「保育

園」（29.3％）となっている。 

・このうち、「特に近所に必要な施設」（本概要版ではグラフは割愛）は、同じく「病院等の

医療施設」（20.0％）が最も高く、次いで「交番」（13.9％）、「介護保険施設」（11.9％）、

「保育園」（10.8％）となっており、“生活の安全・安心”に係る施設や、福祉関連施設が

上位にあげられている。 

図表 ３９ 今後整備の必要性が高い施設 

43.1%

33.6%

29.3%

24.0%

24.0%

22.4%

15.3%

15.1%

13.9%

12.2%

11.5%

10.0%

9.9%

9.9%

9.1%

8.2%

7.4%

6.0%

5.6%

5.5%

5.3%

5.2%

5.2%

4.7%

4.0%

3.8%

3.3%

3.2%

3.0%

2.8%

2.4%

2.1%

2.4%

13.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

病院等の医療施設

介護保険施設

保育園

交番

高齢者生きがい施設

緑地･公園･児童遊園

図書館

駐輪場

農水産物等の直売所

ｽﾎﾟｰﾂ施設

放課後ﾙｰﾑ

子育て支援ｾﾝﾀｰ

障害者福祉施設

中小小売店･商店街

地方衛生研究所

百貨店･ｽｰﾊﾟｰ等

保健ｾﾝﾀｰ

文化施設

ﾊﾞｽのりば

出張所･連絡所

小中学校

鉄道駅

公営住宅

児童ﾎｰﾑ

消費者ｾﾝﾀｰ

高等教育機関

女性ｾﾝﾀｰ

児童相談所

公民館

食品の流通施設

町会自治会館

市民ｾﾝﾀｰ･集会所

その他

無回答

(n=1913)

 

７．船橋市における今後の施設の必要性 
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（２）今後整備の必要性が低い、または縮小もやむを得ないと思う施設 

・「百貨店・スーパー」（15.2％）、「町会自治会館」（15.0％）、「文化施設」（14.8％）

の順となっている。各項目間の差は比較的小さく、突出した項目はみられない。 

・今後整備の必要性が低い、または縮小もやむを得ないと思う理由（本概要版ではグラフは割

愛）は、「小中学校」「高等教育機関」「緑地・公園・児童遊園」「百貨店・スーパー等」

「鉄道駅」「バスのりば」などは、「すでに市内に十分足りているから」、「子育て支援セ

ンター」「女性センター」「保健センター」「町会自治会館」「市民センター・集会所」「消

費者センター」などは、「利用機会の尐ない施設だから」、「地方衛生研究所」や「高等教

育機関」は「他市の施設が利用できるから」、「障害者福祉施設」「病院等の医療施設」「ス

ポーツ施設」「文化施設」は「整備・維持にお金がかかりすぎるから」が高い。 

図表 ４０ 今後整備の必要性が低い、または縮小もやむを得ないと思う施設 

15.2%

15.0%

14.8%

13.6%

12.1%

11.8%

11.4%

9.8%

9.7%

9.5%

8.0%

8.0%

7.0%

6.1%

5.9%

5.4%

5.1%

4.5%

4.1%

3.7%

3.5%

3.2%

3.0%

2.7%

2.6%

1.9%

1.8%

1.5%

1.3%

1.1%

1.0%

0.6%

1.7% 39.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

百貨店･ｽｰﾊﾟｰ等

町会自治会館

文化施設

公営住宅

高等教育機関

ｽﾎﾟｰﾂ施設

鉄道駅

市民ｾﾝﾀｰ･集会所

公民館

小中学校

女性ｾﾝﾀｰ

出張所･連絡所

食品の流通施設

消費者ｾﾝﾀｰ

農水産物等の直売所

ﾊﾞｽのりば

中小小売店･商店街

図書館

地方衛生研究所

高齢者生きがい施設

児童ﾎｰﾑ

緑地･公園･児童遊園

駐輪場

放課後ﾙｰﾑ

児童相談所

交番

保健ｾﾝﾀｰ

子育て支援ｾﾝﾀｰ

介護保険施設

障害者福祉施設

病院等の医療施設

保育園

その他

無回答

(n=1913)
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（１）日頃から地域で取り組んでいる活動 

・「地域コミュニティ活動」（22.2％）と「清掃活動」（18.5％）が高い。 

・一方、「特になし」も 29.8％と、地域活動に特に参加していない層が約３割存在する。 

図表 ４１ 日頃から地域で取組んでいる活動 

22.2%

18.5%

8.5%

8.5%

3.0%

3.0%

2.0%

1.7%

1.5%

1.0%

2.9%

29.8%

30.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ活動

清掃活動

自主防災活動

防犯活動

自立支援や生活支援のためのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動

緑化の推進活動

子育て家庭の支援活動

青尐年健全育成活動

生涯学習活動

健康を守るためのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動

その他

特になし

無回答

(n=1913)

 

（２）今後地域で取り組みたいと思う活動 

・現在取り組んでいる活動と同様に、「清掃活動」（21.4％）と「地域コミュニティ活動」

（20.5％）が高い。 

・一方、「緑化の推進活動」（15.1％、現在の取組は 3.0％）や、「自立支援や生活支援のた

めのボランティア活動」（12.4％、現在の取組は 3.0％）は、現在の取り組み状況に比べて

今後の取り組み意向が高い。 

図表 ４２ 今後､地域で取り組みたいと思う活動 

21.4%

20.5%

15.1%

13.2%

12.4%

11.8%

8.8%

8.1%

6.0%

4.7%

1.9%

14.7% 27.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

清掃活動

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ活動

緑化の推進活動

防犯活動

自立支援や生活支援のためのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動

自主防災活動

子育て家庭の支援活動

生涯学習活動

健康を守るためのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動

青尐年健全育成活動

その他

特になし

無回答

(n=1913)

 

８．地域活動の取り組みについて 
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（３）今後の地域活動への参加形態 

・「町会・自治会等の地縁団体を通じて」（40.4％）が最も高く、次いで「個人で」（28.2％）、

「PTA・父母会等つながりのある組織を通じて」（20.5％）となっている。 

図表 ４３ 今後の地域活動への参加形態 

40.4%

28.2%

20.5%

14.9%

10.2%

8.0%

2.7%

8.3%

9.7%

5.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

町会･自治会等の地縁団体を通じて

個人で

PTA･父母会等つながりのある組織を通じて

NPO法人･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体･公益法人等を通じて

行政により位置づけられている制度で

市民大学校の受講で得た知識･技術等を活かして

その他

わからない

特になし

無回答

(n=1913)

 
 


